
安⼼・安全、災害に強い庁舎
・地震や 害などの災害発 時には、新庁舎の低層部
を市 への情報発信の場として、また、上層部を災
害対策本部など対策拠点として位置づけ、エリアに
より役割を分散した明確な防災計画とします。

・新庁舎の基礎と建物の間に免震装置を設置し、 都
直下型地震にも耐えることのできる基礎免震 法を
採 します。

・地震時における強い揺れや、 周期地震動のような
 きく い揺れに対し、執務室などの 空間におい
ては、天井仕上げ材のない直天井とし、天井仕上材
や設備機器の落下等の被害を最 限にとどめる計画
とします。

災害時の機能維持（BCP）
・災害時には、必要最低限の業務を続けられるように災害
対策本部や罹災証明等の窓 には、 家発電機により機
能を確保します。

・災害発 に伴う停電、発 後の計画停電の備えとして、
2回線（異なる変電所）からの電 引き込みを います。
また、屋上に設置した 常 発電機により３ 間の庁舎
機能の維持を える計画とます。

・給  式においては、 置 槽の採 、トイレ洗浄 は
  利 とし、汚 については 時的な貯留ができる 
常 汚 槽を設けるなど、災害活動を維持できる計画と
します。

・空調機や熱源のエネルギーとして利 するガスは、地震
被害に強い中圧ガスによる引き込みとします。

 ※BCP…業務継続計画（災害時においても、必要最低限
                    の業務を続けられるように計画すること）

河川氾濫等の⽔害に強い庁舎
・１階床レベルは、前 道路よりもかさ上げし、床上浸
 への対策を います。

・中央監視室は、重要機器の冠 を避けた２階に設け、
 害発 時にも庁舎機能を維持できる計画とします。

・電気室や発電機、 置 槽は、冠 の影響を受けない
建物の上階に設けます。

災害発⽣後の対策拠点
・災害時の意思決定を司る市 室と活動拠点となる災
害対策本部は、同じフロアに配置し、迅速な災害対
策活動を える計画とします。

・危機管理課や防災無線室は、災害対策本部と隣接し
て配置し、直接出 りできるなど、連携の強化を図
ります。

防災備蓄計画
・災害活動を実施する上で最低限必要な飲  等を確
保します。

対象計画地

【防災断 図】 【草加市ハザードマップより】

【草加市ハザードマップより】

草加市役所草加市役所

保健センター保健センター
あずま通りあずま通り

草加彦成線草加彦成線
草加  停 場線草加  停 場線

草加消防署 分署草加消防署 分署

吉町集会所吉町集会所

中央公 館中央公 館

 砂 学校 砂 学校

草加 学校草加 学校

 町 学校 町 学校

氷川 学校氷川 学校

 町 砂線 町 砂線

防災拠点計画3-6.
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光・⾵・⾬を活⽤したエコロジカルな庁舎 環境への配慮の為の取り組み⼀覧表
・光や の 然エネルギーや  をできるだけ活 し、 
然環境が豊かな草加にふさわしいエコロジカルな庁舎を
実現します。

⾃然通⾵・⾃然採光に効果的なエコボイド
・エコボイドを利 した重 換気により、 然通 を
有効に活 します。

・エコボイドの壁 をリフレクター（反射壁）とする
ことで、トップライトから３階まで明るい 然光を
導きます。

タスク＆アンビエント照明
・アンビエント照明で部屋全体の最低限の明るさを確保
し、作業に必要な場所には、タスク照明を い、効率
的な電 の運 を図ります。また、アンビエント照明
は、天井に光をあてることで、光源のグレア（まぶし
さ感）を抑えるとともに、少ない電 で室内の明るさ
を確保します。

最適な省エネ計画
・費 対効果を 分に 較検討し、最 限効果を発揮で
きる省エネ計画とします。

【環境配慮計画イメージ】

環境配慮計画3-7.
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概算事業費

事業スケジュール

草加市新庁舎建設基本設計（概要版） 16

事業スケジュール・概算事業費4.


